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福井県観光連盟が、新たな観光コンテンツを 

創出する「観光スーパーバイザー」を設置します 

 

（公社）福井県観光連盟では、北陸新幹線福井・敦賀開業に向けて、ウィズ

コロナ・アフターコロナによる需要の変化を踏まえ、観光誘客や消費額を増大

し、稼ぐ観光地域づくりを加速するため、現場における継続的な指導・助言に

より、「宿泊施設」「食」の付加価値を創造する「観光ブランドアップ・スーパ

ーバイザー」、および先駆的な「体験」「アクティビティ」コンテンツを開発す

る「観光アクティビティ・スーパーバイザー」を設置することとしました。 

この度、選考の結果、「観光ブランドアップ・スーパーバイザー」として、

於保 孝志（おぼ たかし）氏を、「観光アクティビティ・スーパーバイザー」

として、松尾 章子（まつお あやこ）氏を決定しましたので、お知らせしま

す。 

 また、着任日の１１月１日（月）１１時～福井県観光連盟１０３会議室にお

いて、辞令交付式を開催しますので、取材ご希望の方は別紙により１０月２９

日（金）正午までにご連絡ください。 

記 

１．選考にかかる経緯 

 

（１）選考について 

４～７月に即戦力人材と企業をつなぐ転職サイト「ビズリーチ」を通

じ実施した観光地域づくりマネージャー選考（応募者６５４名）を活用

して選考（於保氏・松尾氏は、経験・知識・技能について、特に優秀な

人材と評価されており、本県の観光地域づくりへの高い熱意を有してい

る）。 

 

（２）着任予定日 

令和３年１１月１日（月） 

 

２．決定者の概要 

 

別紙略歴書のとおり 

   ※顔写真の画像データの提供をご希望する方は、上記担当まで 

連絡願います。 

公益社団法人 福井県観光連盟 

担当：酒井、野路 

電話：0776-23-0182 

E-mail:info@fuku-e.com 



 

（参考）観光スーパーバイザーについて 

 

○観光ブランドアップ・スーパーバイザー：於保 孝志 氏 

・宿泊施設、飲食店等を巡回訪問し、「宿泊施設」「食」の魅力を創出、ブラ

ンド力を向上 

・「食」や「宿泊施設」と伝統工芸など地域資源とのコラボレーションによ

るブランディング 

・地域資源を活かした食メニュー・土産物の開発のための技術的な指導・助

言                             等 

 

○観光アクティビティ・スーパーバイザー：松尾 章子 氏 

  ・観光事業者等を巡回訪問し、先駆的な「体験」「アクティビティ」のコン

テンツを開発、ニューツーリズムを創出 

・既存の「体験」「アクティビティ」のコンテンツをブラッシュアップ 

・ＳＤＧｓに基づく「体験」「アクティビティ」のコンテンツを開発 

・海岸、フルーツ収穫、まち歩きなど新たな体験メニュー・アクティビティ

ラインナップの開発のための技術的な指導・助言        等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和３年１０月２０日 

交流文化部・県観光連盟 

 

 

観光ブランドアップ・スーパーバイザーについて 
 

 

 

氏 名：於保 孝志（おぼ たかし） 

 

元 職：ユニオンサポート（株）取締役  

ユーアンドアールホテルマネジメント（株） 

取締役ホテル事業本部長 

（株）星野リゾート・アセットマネジメント 

投資運用本部アセットマネジメント 1部 

（株）星野リゾート・マネジメント 「界」総支配人 

 

年齢等：３７歳（神奈川県在住） 

 

学 歴：サンノゼ州立大学 Hospitality Management 

 

 

職務経歴： 

若い頃から観光による人口減対策への深い関心から、アメリカのサンノゼ州

立大学で先進的な観光ビジネスを学び、米国の旅行代理店で送客業務を経験後、

２００９年に帰国し、星野リゾートグループにおいて、旅館運営、ホテル宴会調

理、フレンチ・イタリアン・日本料理のレストラン店舗責任者等を経て、旅館ア

ンジン(現 界アンジン)」や「界 津軽」の総支配人を歴任した。その際、２０

～３０代女性にターゲットを絞ったプロモーション展開や地域魅力を活かした

滞在プランの提案等で成功を収めた。 

併せて、地域の伝統産業への高い関心から「津軽こぎん刺し」や「久米島紬」

を活用したホテル空間づくりや、津軽三味線大会などイベント誘致にも取り組

んだほか、むらおこし活性化委員を務めるなど、地域貢献も果たしている。 

その後、２０１９年からは複数のリゾートホテルの経営・運営の責任者として、

ワーケーションプランの提示や、コンセプトルームの開発など、コロナ禍におい

ても、持ち前の先駆的な魅力創造と情報発信力により、経営実績を重ねてきてい

る。 

 

 



 

令和３年１０月２０日 

交流文化部・県観光連盟 

 

 

観光アクティビティ・スーパーバイザーについて 
 

 

 

氏 名：松尾 章子（まつお あやこ） 

 

元 職：（一社）ディスカバー東広島 プロデューサー 

某クルーズ船運航会社 大型クルーズ船営業 

アメリカン・エクスプレス 

カスタマーケアプロフェッショナル 

（財）休暇村協会 係長 

 

年齢等：３９歳（愛知県在住） 

 

学 歴：和歌山大学大学院 観光学研究科博士前期課程 

 

職務経歴： 

休暇村協会の宿泊施設のホスピタリティや営業所や本社での営業・企画・広

報の経験、カナダ・オーストラリアでの在住経験、アメリカン・エキスプレ

ス・インターナショナルでの電話接客など、多種多様で貴重な観光経験を踏ま

え、２０１６年に入社した外国客船の日本支社においては、今までの経験を活

かし２０１９年度は前年度１３５％以上を超える集客アップを達成するなど活

躍した。 

その後、２０２０年からのディスカバー東広島（ＤＭＯ）においては、プロ

デューサー職を務め、地域の事業者や学生との連携のもと、withコロナを意識

したトラクターを活用した牧場体験イベントや酒蔵バーチャルツアーを企画・

実施し、想定を超える誘客を達成するなど、特にアクティビティの充実・強化

に関する能力が高い。このほか、自ら広告塔となってホームページやＳＮＳ発

信にも尽力するなど精力的な活動を行っている。 

 

 


